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昭 和 ３０年 代 に お け る 失 業 の 家 計 に 及 ぼ す 影 響

香 川 県 明 善 短 大 田 窪 純 子

的　 日 本 経 済 が 著 し い 発 展 を し 始 め た 昭 和30 年 代 の 失 業 者 の 生 活 状 態 の 変 遷 を 明 ら か

る 。 こ の 年 代 に お い て は 、 戦 前 の 産 業 の 近 代 化 に 伴 い 発 生 し た 二 重 構 造 の 解 消 が 進 み

市 鴇 は 完 全 雇 用 状 態 に 近 付 い た 。 ま た 、 勤 労 者 の 生 活 が 実 質 賃 金 の 上 昇 に 伴 い 向 上 し

とi± 既 に 多 く の 研 究 に よ り 明 ら か に さ れ て い る 。 し か し 、 同 時 期 の 失 業 者 にSS し て は

自 体 が 高 度 経 済 成 長 の 彫 に 隠 れ が ち で あ っ た よ う に 思 わ れ る 。 本 研涜 で は 、 家 計 を 中

し た 失 業 者 の 生 活 状 況 を 分 析 す る と 共 に 、 こ の 時 期 の 失 業 の 性 格 を 明 ら か に す る 。

法　 昭 和30 年 労 働 大 臣 官 房 労 働 統 計 部 「 臨 時 家 計 調 査 」 、SB  和34 年 ～38 年 同r 失 業 者

飼 査 結 果 報 告 」 の 二 種 類 の 統 計 詞 査 を 用 い て 、 家 計 を 中 心 と し た 失 巣 者 の 生 活 状 熊 の

列 分 析 を 行 っ た 。 な お 両 調 査 と も 対 象 者 は 失 業 保 険 被 保 険 者 で あ る 。

果　 失 凛 保 険 制 度 が 完 全 に 適 用 さ れ る の は 従 業 者 が ５ 人 以 上 の 事 業 所 で あ り 、 両 調 査

象 者 は 失 業 者 の 中 で はit  較 的 良 い 労 働 条 件 に あ っ た と い え る 。 保 険 制 度 の 適 用 を 受 け

者 の 多 く は 不 完 全 就 業 を 余 儀 な く さ れ る 。 失 業 保 険 の 創 設 は 、 部 分 的 に で は あ る が 完

業 状 態 を 存 在 可 能 な も の に し た 。 実 収 入 額 の 推 移 を み る と 、 離 職 時 よ り も 失 業 後 の 就

の 方 が 高 く な っ て お り 、 失 業 は 必 ず し も 転 落 を 意 味 す る も の で は な く な っ て い る 。 不

就 業 の ー 形m と し て 取 り 上 げ ら れ る こ と の 多 い 業 主 の 平 均 実 収 入 額 は 常 雇 平 均 よ り 高

合 も み ら れ る 。 離 職 後 約1 年 間 不 就 業 の 場 合 、 生 活 費 は5-10 ％滅 少 し て い る 。 そ の８ヵ

に は 、 生 活 費 の 実 収 入 比 に お い て 減 少 價 向 が み ら れ 、 世 帯 主 の 失 業 と い う 条 件 の 下 で

の 再 構 築 が 図i. れ よ う と し て い る 。


